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１ 感染症予防 
 

令和元年12月より世界中で感染拡大した新型コロナウイルス感染症のパンデミック対応は、令和６年３月で

概ね終了し、他の５類感染症（定点）と同様の扱いとなった。令和５年は新型コロナウイルス感染症の５類感

染症（定点）相当への体制の移行を進めるとともに、積極的疫学調査を本来の対面（面接、訪問等）とし、施

設向け講習会や健康教育、医療機関との連絡協議会、並びに保健所直営のHIV・性感染症検査をコロナ以前と同

等の水準になるよう体制整備を進めた。感染症の発生において増加傾向にあると捉えた疾患は、全数届出疾患

の腸管出血性大腸菌感染症、劇症型溶血性連鎖球菌感染症、梅毒であった。 

 

表１－１ 感染症発生届出件数  

類型 感 染 症 名 件 数 

二類 結核 88 

三類 腸管出血性大腸菌感染症 42 

四類 
Ｅ型肝炎 4 

レジオネラ症 19 

五類 

アメーバ赤痢 3 

ウイルス性肝炎（E型肝炎及び A 型肝炎を除く） 1 

カルバぺネム耐性腸内細菌目細菌感染症 14 

劇症型溶血性レンサ球菌感染症 16 

後天性免疫不全症候群（HIV感染症含む） 3 

侵襲性肺炎球菌感染症 14 

水痘（入院例） 2 

梅毒 85 

百日咳 7 

侵襲性インフルエンザ菌感染症 1 

クロイツフェルト・ヤコブ病 1 

新型インフルエンザ等感染症 新型コロナウイルス感染症 526 

総   計 826 

 

表１－２ 感染症発生対応実施状況  

項  目 総数 一類 二類 三類 四類 五類 新型インフルエンザ等感染症 

就業制限通知件数 576 -  14 36 - - 526 

健康診断勧告・措置件数 536 - 480 56 - -   - 

入院勧告・措置件数 139 -  61 - - -  78 

移送件数 18 - - - - -  18 

消毒等依頼件数 37 - - 36 1 -   - 

 

表１－３ 診査協議会開催件数  

令和5年度件数 43 
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表１－４ 患者・関係者健康診断実施状況（結核を除く。） 

対象者 検査件数 
陽 性 者 数 

一類 二類 三類 新型インフルエンザ等感染症 

患者・関係者 115 - - 13 - 

海外帰国者  1 - - - - 

 

(１) 積極的疫学調査 

感染症法による届出、社会福祉施設や医療機関等からの報告・相談を受けて積極的疫学調査を実施している。

この調査では感染症発生状況、原因等を明らかにすることにより、感染拡大防止及び平常時対策の改善・充実

が図られるよう支援している。積極的疫学調査を実施した疾患はインフルエンザ、新型コロナウイルス感染症

が多く、発生場所は社会福祉施設が多かった。 

 

表１－５ 積極的疫学調査実施状況（市別）訪問・面接調査 

感染症名 発生数 市別内訳 

インフルエンザ 

（インフルエンザA型、B型、疑いを含む） 
3 

立川市  1 

昭島市  - 

国分寺市  - 

国立市  1 

東大和市  1 

武蔵村山市  - 

感染性胃腸炎 

（ノロウイルス、ロタウイルス、疑いを含む） 
11 

立川市  3 

昭島市  3 

国分寺市  4 

国立市  - 

東大和市  1 

武蔵村山市  - 

新型コロナウイルス 

感染症 
28 

立川市 12 

昭島市  4 

国分寺市  4 

国立市  2 

東大和市  4 

武蔵村山市  2 

その他 

（上記以外の集団発生事例及び結

核、3～5類感染症） 

61 

立川市 19 

昭島市 15 

国分寺市  7 

国立市  4 

東大和市  7 

武蔵村山市  9 

計 103 
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表１－６ 積極的疫学調査実施状況（施設別）訪問・面接調査 

感染症名 発生数 

発生施設 

保育所・

幼稚園 
学校 福祉施設 医療機関 その他 

インフルエンザ 
（インフルエンザA型、B型、疑いを含む） 

  3 1 -  2 - - 

感染性胃腸炎 
（ノロウイルス、ロタウイルス、疑いを含む）

 11 4 -  7 - - 

新型コロナウイルス感染症  28 1 - 27 - - 

その他  61 2 2  9 10 38 

計 103 8 2 45 10 38 

表１－７ 積極的疫学調査実施状況（市別）電話調査 

感染症名 発生数 市別内訳 

インフルエンザ 
（インフルエンザA型、B型、疑いを含む） 

151 

立川市 44 

昭島市 29 

国分寺市 27 

国立市 12 

東大和市 25 

武蔵村山市 14 

感染性胃腸炎 
（ノロウイルス、ロタウイルス、疑いを含

む） 
56 

立川市 23 

昭島市  7 

国分寺市 17 

国立市  4 

東大和市  5 

武蔵村山市  - 

新型コロナウイルス 

感染症 
87 

立川市 27 

昭島市 20 

国分寺市 14 

国立市  7 

東大和市 12 

武蔵村山市  7 

その他 192 

立川市 79 

昭島市 33 

国分寺市 28 

国立市 16 

東大和市 20 

武蔵村山市 16 

計 486 
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表１－８ 積極的疫学調査実施状況（施設別）電話調査 

感染症名 発生数 

発生施設 

保育所・ 

幼稚園 
学校 福祉施設 医療機関 その他 

インフルエンザ 
（インフルエンザA型、B型、疑いを含む） 

151 127 10  10  4 - 

感染性胃腸炎 
（ノロウイルス、ロタウイルス、疑いを含む）

 56  36  2  18  - - 

新型コロナウイルス感染症  87  13  -  61 13 - 

その他 192  41  3  12 24 112 

計 486 217 15 101 41 112 

 

表１－９ 積極的疫学調査実施状況（散発発生） 

類型 感 染 症 名 発生件数 

二類 結核  91 

三類 
細菌性赤痢   1 

腸管出血性大腸菌感染症  40 

四類 

Ｅ型肝炎   3 

エムポックス   3 

つつが虫病   1 

デング熱   1 

マラリア   1 

レジオネラ症  22 

五類 

アメーバ赤痢   3 

カルバぺネム耐性腸内細菌目細菌感染症   5 

劇症型溶血性レンサ球菌感染症  13 

後天性免疫不全症候群（HIV感染症含む）   1 

侵襲性肺炎球菌感染症   2 

水痘（入院例）   2 

梅毒   1 

侵襲性インフルエンザ菌感染症   2 

風しん   1 

麻しん   6 

新型インフルエンザ等感染症 新型コロナウイルス感染症 526 

計  725 
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 (２) 集団かぜによる学級閉鎖 

インフルエンザ等の集団かぜによる管内の学級閉鎖は表のとおりである。 

 

表１-10 集団かぜによる学級閉鎖  

区    分 ４月 ５月 ９月 10月 11 月 12月 １月 ２月 ３月 計 

令和４年度 

総   数 

学校数 - - - - -   -  15 43 28  86 

学級数 - - - - -   -  17 46 32  95 

令和５年度 

総   数 

学校数 - 4 1 - -  40 141 70 58 314 

学級数 - 4 1 - - 105 164 90 90 454 

立 川 市 
学校数 - 1 - - -   6  50 25 13  95 

学級数 - 1 - - -   8  64 34 21 128 

昭 島 市 
学校数 - - 1 - -   8  18 22 16  65 

学級数 - - 1 - -  11  18 27 19  76 

国 分 寺 市 
学校数 - 1 - - -  22  50 13 15 101 

学級数 - 1 - - -  24  56 13 15 109 

国 立 市 
学校数 - 1 - - -   1  21 10 13  46 

学級数 - 1 - - -   1  24 16 34  76 

東 大 和 市 
学校数 - - - - -   1   2 -  1   4 

学級数 - - - - -  21   2 -  1  24 

武蔵村山市 
学校数 - 1 - - -   2   - -  -   3 

学級数 - 1 - - -  40   - -  -  41 
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(３) 福祉施設等感染症対策支援事業 

平常時における感染対策は、各施設の実態を把握するとともに予防策及び発生時のまん延防止策について知

識の普及と施策の充実を図り、迅速かつ効率的な感染対策に資することを目的に実施している。特にハイリス

ク者が集まる社会福祉施設については、感染症集団発生時に保健所へ報告するための様式とチェックリストを

ホームページに掲載し、施設内の対策と自主管理体制の強化を支援するとともに、報告内容を基に電話及び訪

問による調査、指導等を行っている。 

また、令和４年より地域の医療機関連携と薬剤耐性菌を含む感染症サーベイランスの強化を図ることを目的

とした、感染対策向上加算１医療機関が主催するカンファレンス（連携カンファレンス）に参加している。令

和５年度はこれらの感染対策向上加算１医療機関の６病院をメンバーとし、新興感染症対策と地域課題の解決

に向けた検討の場として新たに連絡会（コア会議）を立ち上げ、第１回目を開催した。 

  

表１－11 医療機関感染症担当者連絡会の実施状況 

実施時期（回数） 内     容 

令和５年４月～６月(３回）

○連携カンファレンス 

薬剤耐性菌モニタリング状況、感染症発生状況等の情報交換 

○コア会議 

 COVID-19等の情報交換、感染症にかかる地域課題の共有、本会の活動方針等 

７月～９月(３回）

    10月～12月(４回）

令和６年１月～３月(４回）

 

表１－12 研修・講演会実施状況 

実施時期 内     容 

令和５年５月 プール等における感染症対策 

令和５年６月 プール等における感染症対策 

令和５年11月 高齢者入所施設における感染症対策（感染症編・結核編） 

令和５年12月 東京都感染症検体等送付研修 

令和６年３月 嘔吐物処理の訓練 
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(４) 地域住民及び関係機関への情報提供 

ホームページや健康だよりを活用して感染対策に関する最新情報の提供を行っている。また、関係機関 

の職場内研修に対して各種健康教育媒体の貸出しも実施している。表１－13には特にニーズの高い「手洗

い指導教材」の貸出実績をその一例として示した。 

 

表１－13 手洗い指導教材貸出状況 

機関名 回数 

医療機関  - 

高齢者施設 13 

保育所・幼稚園 17 

在宅サービス  - 

その他  7 

計 37 
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２ エイズ対策 

 
エイズ対策については、増加している梅毒も含めた性感染症について、正しい知識の普及啓発や相談・検査

体制の充実を図り、予防対策に取り組んでいる。取組に当たり、管内６市、医療関係者、教育機関関係者、 

ＮＰＯ等との連携強化を図りながら対策を推進することを重視している。 

当所におけるＨＩＶ検査・性感染症検査については、新型コロナウイルス感染症の影響により一時休止した

時期もあったが、令和５年10月から従来の開催日程に合わせ、原則毎週月曜日に実施している。陽性結果が判

明した際には丁寧な説明と適切な治療につながるよう支援している。 

 

(１) 普及啓発事業 

エイズに関する正しい理解と予防の普及啓発のために、「東京都ＨＩＶ検査・相談月間」及び「東京都エイズ

予防月間」に併せて、管内６市・大学・医療機関・一部店舗等にリーフレットや啓発資材の配布を行っている。 

 

(２) エイズ相談・ＨＩＶ検査・性感染症検査 

新型コロナウイルス感染症発生以前は、毎週月曜日（祝祭日を除く）午後に実施していた。 

新型コロナウイルス感染症の影響により令和２年４月以降一時休止し、令和３年９月より委託医療機関によ

る月１回予約制で再開した。令和５年３月には保健所直営検査を月１回予約制で再開し、10月から従来の実施

回数に変更した。 

 
表２－１ エイズ相談・ＨＩＶ検査・性感染症検査実施状況  

年度 

相    談 

ＨＩＶ検査 

性 感 染 症 検 査 

総 数 電 話 来 所 梅毒検査 性器クラミジア検査 淋菌検査 

総数 男 女 総数 男 女 総数 男 女 総数 男 女 総数 男 女 総数 男 女 総数 男 女 

令和４年度  80  54 26 72 51 21   8   3  5  13   9  4  13   9  4 - - - - - - 

令和５年度 371 276 95 41 31 10 330 245 85 168 125 43 168 125 43 - - - - - - 

 

 

 

 

３ 結核予防対策 
 

(１) 結核登録者の状況 

東京都の結核り患率（人口10万対）は令和４年に8.5となり、初めて罹患率が10以下となった。 

年齢別り患率の特徴は、0～4 歳、20～29 歳、90 歳以上では全国より低く、それ以外の年齢階級では全国よ

り高い傾向にある。 

管内における結核り患率を見ると、ここ５年間では横ばいからやや減少傾向にある。また、管内の結核発生

状況を年齢階級別に見ると、令和５年新登録者40名(潜在性結核を除く)のうち70歳以上の高齢者が55.0％を占

めた。 
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表３－１ 結核登録者数（病態別）（令和５年） 

治

療

中

観

察

中

治
療
中

前年度総数 105 100% 18 9 9 - 6 3 6 65 16 18 30 38 100.0% 27 12 12 - 13 2 11 37

総 数 105 100% 21 12 12 - 9 - 7 74 3 28 29 40 100.0% 31 16 15 1 13 2 9 47

入 院 9 8.6% 9 9 9 - - - - - - - - 16 40.0% 13 12 11 1 1 - 3 -

在 宅 医 療 21 20.0% 11 3 3 - 8 - 7 - 3 27 - 23 57.5% 17 4 4 - 11 2 6 47

医 療 な し 75 71.4% 1 - - - 1 - - 74 - - 29 1 2.5% 1 - - - 1 - - -

不 明 - 0.0% - - - - - - - - - 1 - - 0.0% - - - - - - - -

前年度総数 33 100% 7 4 4 - 3 - 4 19 3 6 7 … … … … … … … … … …

総 数 38 100% 8 6 6 - 2 - 4 24 2 13 9 … … … … … … … … … …

入 院 4 10.5% 4 4 4 - - - - - - - - … … … … … … … … … …

在 宅 医 療 10 26.3% 4 2 2 - 2 - 4 - 2 12 - … … … … … … … … … …

医 療 な し 24 63.2% - - - - - - - 24 - - 9 … … … … … … … … … …

不 明 - 0.0% - - - - - - - - - 1 - … … … … … … … … … …

前年度総数 22 100% 3 2 2 - 1 - 1 17 1 7 14 … … … … … … … … … …

総 数 19 100% 4 3 3 - 1 - 1 14 - 7 11 … … … … … … … … … …

入 院 2 10.5% 2 2 2 - - - - - - - - … … … … … … … … … …

在 宅 医 療 2 10.5% 1 1 1 - - - 1 - - 7 - … … … … … … … … … …

医 療 な し 15 79.0% 1 - - - 1 - - 14 - - 11 … … … … … … … … … …

不 明 - 0.0% - - - - - - - - - - - … … … … … … … … … …

前年度総数 13 100% 3 1 1 - 1 1 - 10 - 1 3 … … … … … … … … … …

総 数 12 100% 2 1 1 - 1 - - 10 - 1 4 … … … … … … … … … …

入 院 1 8.3% 1 1 1 - - - - - - - - … … … … … … … … … …

在 宅 医 療 1 8.3% 1 - - - 1 - - - - 1 - … … … … … … … … … …

医 療 な し 10 83.4% - - - - - - - 10 - - 4 … … … … … … … … … …

不 明 - 0.0% - - - - - - - - - - - … … … … … … … … … …

前年度総数 16 100% 2 1 1 - - 1 1 7 6 3 2 … … … … … … … … … …

総 数 14 100% - - - - - - 2 12 - 2 2 … … … … … … … … … …

入 院 - 0.0% - - - - - - - - - - - … … … … … … … … … …

在 宅 医 療 2 14.3% - - - - - - 2 - - 2 - … … … … … … … … … …

医 療 な し 12 85.7% - - - - - - - 12 - - 2 … … … … … … … … … …

不 明 - 0.0% - - - - - - - - - - - … … … … … … … … … …

前年度総数 9 100% 1 1 1 - - - - 4 4 1 4 … … … … … … … … … …

総 数 10 100% 4 2 2 - 2 - - 5 1 3 3 … … … … … … … … … …

入 院 2 20.0% 2 2 2 - - - - - - - - … … … … … … … … … …

在 宅 医 療 3 30.0% 2 - - - 2 - - - 1 3 - … … … … … … … … … …

医 療 な し 5 50.0% - - - - - - - 5 - - 3 … … … … … … … … … …

不 明 - 0.0% - - - - - - - - - - - … … … … … … … … … …

前年度総数 12 100% 2 - - - 1 1 - 8 2 - - … … … … … … … … … …

総 数 12 100% 3 - - - 3 - - 9 - 2 - … … … … … … … … … …

入 院 - 0.0% - - - - - - - - - - - … … … … … … … … … …

在 宅 医 療 3 25.0% 3 - - - 3 - - - - 2 - … … … … … … … … … …

医 療 な し 9 75.0% - - - - - - - 9 - - - … … … … … … … … … …

不 明 - 0.0% - - - - - - - - - - - … … … … … … … … … …

登録患者数（R5.12.31）

初
回
治
療

再
治
療

潜
在
性
結
核
感
染
症

（

別
掲
）

活動性結核 不

活

動

性

結

核

不

明

活動性結核

活動性肺結核 活
動
性
肺
外
結
核

再
治
療

活
動
性
肺
外
結
核

潜
在
性
結
核
感
染
症

（

別
掲
）

新
登
録
患
者
総
数

活動性肺結核

喀痰塗抹陽性 そ
の
他
菌
陽
性

菌
陰
性
他

総
数

喀痰塗抹陽性 そ
の
他
菌
陽
性

菌
陰
性
他

総
数

総
数

初
回
治
療

立
川
市

医
療
形
態

（

％
）

新登録患者数
(R5.1.1～R5.12.31)

管
内

医
療
形
態

（

％
）

登
録
患
者
総
数

総
数

武
蔵
村
山
市

医
療
形
態

昭
島
市

医
療
形
態

国
分
寺
市

医
療
形
態

国
立
市

医
療
形
態

東
大
和
市

医
療
形
態
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表３－２ 結核登録者数（年齢階級別）（令和５年） 

治
療
中

観
察
中

治
療
中

総数 105 (100.0%) 21 12 12 - 9 - 7 74 3 28 29 40 (100.0%) 31 16 15 1 13 2 9 47
 0- 4 1 (1.0%) - - - - - - - 1 - - 1 1 (2.5%) - - - - - - 1 -
 5- 9 - (0.0%) - - - - - - - - - - 1 - (0.0%) - - - - - - - -
10-14 - (0.0%) - - - - - - - - - - 1 - (0.0%) - - - - - - - -
15-19 1 (1.0%) - - - - - - - 1 - - 2 - (0.0%) - - - - - - - -
20-29 5 (4.8%) 2 1 1 - 1 - - 3 - 7 2 3 (7.5%) 3 1 1 - 1 1 - 7
30-39 11 (10.5%) 2 - - - 2 - 1 8 - - 1 4 (10.0%) 3 - - - 2 1 1 1
40-49 9 (8.6%) 1 1 1 - - - 1 7 - 1 1 2 (5.0%) 1 1 1 - - - 1 4
50-59 8 (7.6%) 2 1 1 - 1 - 1 5 - 2 4 3 (7.5%) 2 1 1 - 1 - 1 2
60-69 16 (15.2%) 2 - - - 2 - 2 11 1 5 4 5 (12.5%) 3 1 1 - 2 - 2 6
70- 54 (51.4%) 12 9 9 - 3 - 2 38 2 13 12 22 (55.0%) 19 12 11 1 7 - 3 27
総数 38 (36.2%) 8 6 6 - 2 - 4 24 2 13 9 18 (45.0%) 13 6 5 1 7 - 5 23
 0- 4 - (0.0%) - - - - - - - - - - - - (0.0%) - - - - - - - -
 5- 9 - (0.0%) - - - - - - - - - - - - (0.0%) - - - - - - - -
10-14 - (0.0%) - - - - - - - - - - - - (0.0%) - - - - - - - -
15-19 - (0.0%) - - - - - - - - - - - - (0.0%) - - - - - - - -
20-29 - (0.0%) - - - - - - - - - - 1 - (0.0%) - - - - - - - 1
30-39 4 (3.8%) - - - - - - 1 3 - - - 1 (2.5%) - - - - - - 1 -
40-49 1 (1.0%) - - - - - - 1 - - - - 1 (2.5%) - - - - - - 1 1
50-59 1 (1.0%) - - - - - - - 1 - - 4 1 (2.5%) - - - - - - 1 -
60-69 6 (5.7%) 1 - - - 1 - 2 3 - 3 - 3 (7.5%) 1 - - - 1 - 2 3
70- 26 (24.8%) 7 6 6 - 1 - - 17 2 10 4 12 (30.0%) 12 6 5 1 6 - - 18
総数 19 (18.1%) 4 3 3 - 1 - 1 14 - 7 11 6 (15.0%) 4 3 3 - - 1 2 8
 0- 4 1 (1.0%) - - - - - - - 1 - - - 1 (2.5%) - - - - - - 1 -
 5- 9 - (0.0%) - - - - - - - - - - 1 - (0.0%) - - - - - - - -
10-14 - (0.0%) - - - - - - - - - - 1 - (0.0%) - - - - - - - -
15-19 - (0.0%) - - - - - - - - - - 2 - (0.0%) - - - - - - - -
20-29 1 (1.0%) 1 1 1 - - - - - - 6 - 1 (2.5%) 1 1 1 - - - - 6
30-39 2 (1.9%) - - - - - - - 2 - - 1 1 (2.5%) 1 - - - - 1 - -
40-49 2 (1.9%) - - - - - - - 2 - - - - (0.0%) - - - - - - - -
50-59 3 (2.9%) - - - - - - 1 2 - - - - (0.0%) - - - - - - - -
60-69 2 (1.9%) - - - - - - - 2 - 1 2 - (0.0%) - - - - - - - 1
70- 8 (7.6%) 3 2 2 - 1 - - 5 - - 4 3 (7.5%) 2 2 2 - - - 1 1
総数 12 (11.4%) 2 1 1 - 1 - - 10 - 1 4 4 (10.0%) 3 2 2 - 1 - 1 5
 0- 4 - (0.0%) - - - - - - - - - - - - (0.0%) - - - - - - - -
 5- 9 - (0.0%) - - - - - - - - - - - - (0.0%) - - - - - - - -
10-14 - (0.0%) - - - - - - - - - - - - (0.0%) - - - - - - - -
15-19 1 (1.0%) - - - - - - - 1 - - - - (0.0%) - - - - - - - -
20-29 1 (1.0%) - - - - - - - 1 - - 1 - (0.0%) - - - - - - - -
30-39 - (0.0%) - - - - - - - - - - - - (0.0%) - - - - - - - -
40-49 3 (2.9%) 1 1 1 - - - - 2 - - - 1 (2.5%) 1 1 1 - - - - -
50-59 2 (1.9%) - - - - - - - 2 - 1 - - (0.0%) - - - - - - - 1
60-69 1 (1.0%) 1 - - - 1 - - - - - 1 1 (2.5%) 1 - - - 1 - - 1
70- 4 (3.8%) - - - - - - - 4 - - 2 2 (5.0%) 1 1 1 - - - 1 3
総数 14 (13.3%) - - - - - - 2 12 - 2 2 2 (5.0%) 1 - - - - 1 1 2
 0- 4 - (0.0%) - - - - - - - - - - - - (0.0%) - - - - - - - -
 5- 9 - (0.0%) - - - - - - - - - - - - (0.0%) - - - - - - - -
10-14 - (0.0%) - - - - - - - - - - - - (0.0%) - - - - - - - -
15-19 - (0.0%) - - - - - - - - - - - - (0.0%) - - - - - - - -
20-29 2 (1.9%) - - - - - - - 2 - 1 - 1 (2.5%) 1 - - - - 1 - -
30-39 - (0.0%) - - - - - - - - - - - - (0.0%) - - - - - - - 1
40-49 1 (1.0%) - - - - - - - 1 - - - - (0.0%) - - - - - - - -
50-59 - (0.0%) - - - - - - - - - - - - (0.0%) - - - - - - - -
60-69 2 (1.9%) - - - - - - - 2 - - 1 - (0.0%) - - - - - - - -
70- 9 (8.6%) - - - - - - 2 7 - 1 1 1 (2.5%) - - - - - - 1 1
総数 10 (9.5%) 4 2 2 - 2 - - 5 1 3 3 6 (15.0%) 6 4 4 - 2 - - 6
 0- 4 - (0.0%) - - - - - - - - - - 1 - (0.0%) - - - - - - - -
 5- 9 - (0.0%) - - - - - - - - - - - - (0.0%) - - - - - - - -
10-14 - (0.0%) - - - - - - - - - - - - (0.0%) - - - - - - - -
15-19 - (0.0%) - - - - - - - - - - - - (0.0%) - - - - - - - -
20-29 - (0.0%) - - - - - - - - - - - - (0.0%) - - - - - - - -
30-39 1 (1.0%) 1 - - - 1 - - - - - - 1 (2.5%) 1 - - - 1 - - -
40-49 2 (1.9%) - - - - - - - 2 - - 1 - (0.0%) - - - - - - - 2
50-59 1 (1.0%) 1 1 1 - - - - - - - - 1 (2.5%) 1 1 1 - - - - -
60-69 2 (1.9%) - - - - - - - 1 1 1 - 1 (2.5%) 1 1 1 - - - - 1
70- 4 (3.8%) 2 1 1 - 1 - - 2 - 2 1 3 (7.5%) 3 2 2 - 1 - - 3
総数 12 (11.4%) 3 - - - 3 - - 9 - 2 - 4 (10.0%) 4 1 1 - 3 - - 3
 0- 4 - (0.0%) - - - - - - - - - - - - (0.0%) - - - - - - - -
 5- 9 - (0.0%) - - - - - - - - - - - - (0.0%) - - - - - - - -
10-14 - (0.0%) - - - - - - - - - - - - (0.0%) - - - - - - - -
15-19 - (0.0%) - - - - - - - - - - - - (0.0%) - - - - - - - -
20-29 1 (1.0%) 1 - - - 1 - - - - - - 1 (2.5%) 1 - - - 1 - - -
30-39 4 (3.8%) 1 - - - 1 - - 3 - - - 1 (2.5%) 1 - - - 1 - - -
40-49 - (0.0%) - - - - - - - - - 1 - - (0.0%) - - - - - - - 1
50-59 1 (1.0%) 1 - - - 1 - - - - 1 - 1 (2.5%) 1 - - - 1 - - 1
60-69 3 (2.9%) - - - - - - - 3 - - - - (0.0%) - - - - - - - -
70- 3 (2.9%) - - - - - - - 3 - - - 1 (2.5%) 1 1 1 - - - - 1

活
動
性
肺
外
結
核

潜
在
性
結
核
感
染
症

（
別
掲

）
菌
陰
性
他

総
数

潜
在
性
結
核
感
染
症

(

別
掲

)

活動性結核

不
活
動
性
結
核

活
動
性
不
明

活動性結核

活動性肺結核

活
動
性
肺
外
結
核

新登録患者数(R5.1.1～R5.12.31)

総
数

菌
陰
性
他

総
数

初
回
治
療

再
治
療

喀痰塗抹陽性

初
回
治
療

登
録
患
者
総
数
（

％
）

新
登
録
患
者
総
数
（

％
）

そ
の
他
菌
陽
性

総
数

再
治
療

登録患者数（R5.12.31）

喀痰塗抹陽性

そ
の
他
菌
陽
性

活動性肺結核

年齢

東
大
和
市

武
蔵
村
山
市

国
分
寺
市

国
立
市

管
内

立
川
市

昭
島
市
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(２) 療養支援状況及び実績 

ア ＤＯＴＳ（直接服薬確認療法）推進事業 

ＤＯＴＳは対象者の服薬継続を阻害するリスク要因をアセスメントし、その患者にあった支援内容、方法、      

頻度で確実な服薬を支援することにより治療達成率の向上を目指す有効な方法である。令和４年に当保健所

でＤＯＴＳによる支援を実施したのは77名だった。重点支援を必要とするＡタイプ・Ｂタイプは計６名であ

り、これらの対象に対しては精神的・社会的背景を考慮し、電話や文書での確認に加えて保健師の訪問や面

接、学校及び家族の協力を得る等きめ細かな服薬支援を行った。 

 

表３－３ ＤＯＴＳタイプ別支援実施者数 

 Ａタイプ Ｂタイプ Ｃタイプ 

令和２年 5  7 77 

  令和３年 5  8 63  

令和４年 3  3 71 

（注）ＤＯＴＳは患者の療養状況によりＡＢＣの３タイプに分類される。支援方法は訪問、通院・通所（調剤薬局

でのＤＯＴＳを含む。）、連絡確認など療養状況に応じた方法で実施する。 

   Ａタイプ：治療中断リスクが高い患者 

   Ｂタイプ：服薬支援が必要な患者 

   Ｃタイプ：Ａ・Ｂ以外の患者 

 

表３－４ ＤＯＴＳ実施者・方法別の実施状況(令和４年) 

タ
イ
プ 

実
人
員 

ＤＯＴＳ実施者・方法別（延べ人数） 

保
健
所 

自
宅 

医
療
機
関
等 

Ｄ
Ｏ
Ｔ
Ｓ 

施
設 

勤
務
先
・
学
校 

家
庭
等 

病
院 

（
入
院
先
） 

そ
の
他 

面
接 

電
話 

文
書
等 

保
健
師 

支
援
員 

関
係
者 

薬
局 

医
療
機
関 

保
健
師 

支
援
員 

職
員 

職
員 

家
族 

職
員 

職
員 

A 3 1 - 3 - - - - - - - - 1 2 - - 

B 3 2 1 2 1 1 - - - - - - - 1 - - 

C 71 11 35 43 3 2 1 1 2 - - 8 - 17 18 - 

計 77 14 36 48 4 3 1 1 2 - - 8 1 20 18 - 

（注）ＤＯＴＳ実施状況は、登録翌年12月31日時点で集計するため、令和４年の実績を掲載している。 
 
 

イ  医療機関との連携強化 

管内には結核病床を持つ専門医療機関が設置されていないため、管外の専門医療機関のＤＯＴＳカン

ファレンスに参加する等、連携に努めている。また、身近なかかりつけ医で結核医療が受けられるよう、

個別事例を通して病診連携を推進している。 
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  ウ コホート検討会  

      ＤＯＴＳ対象者全員について、コホート分析による治療確認と治療効果判定、患者支援方法の評価・ 

見直しを行っている。具体的には、治療開始４カ月目・１年目（治療終了後）のコホート検討会を月１ 

回、実施している。 

 

(３) 結核健康診断実施状況 

結核患者と接触した者の感染・発病を早期に発見し、治療に結びつけ、結核り患率の低下を図るために、 

接触者健康診断を実施している。 

検査方法は感染の有無を調べるＩＧＲＡ検査（注）・ツベルクリン検査と、発病の有無を調べる胸部Ｘ線 

検査・喀痰検査があり、接触状況等に応じた時期に必要な検査を実施している。 

  （注）ＩＧＲＡ検査（Interferon-Gamma Release Assay）：インターフェロンγ遊離試験。ＢＣＧ接種の影 

響を受けずに結核感染の診断が可能な方法。 

 

(４) 普及啓発の実施状況 

    接触者健診等の機会を捉えて結核に対する普及啓発活動に取り組んでいる。 

 

表３－５ 普及啓発実施状況 

対象者 内    容 実施回数 参加者数 

教育機関職員 接触者健診・外国出生者の結核について ２回  3 

一般市民 接触者健診について ３回 69 

事業所職員 接触者健診ついて ５回 15 

医療機関関係者 接触者健診について ８回 13 

高齢者施設関係者 高齢者の結核・接触者健診について ４回 10 
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表３－６ 結核健康診断実施状況 

総

数

ツ

ベ

ル

ク

リ

ン

反

応

検

査

Ｉ

Ｇ

Ｒ

Ａ

検

査

エ

ッ

ク

ス

線

間

接

撮

影

エ

ッ

ク

ス

線

直

接

撮

影

喀

痰

検

査

結

核

患

者

潜

在

性

結

核

感

染

症

要

観

察

者

714 7 538 - 169 - - 13 - 

611 1 428 - 181 1 1 10 4 

定期外検診 585 1 428 - 155 1 1 10 4 

患者家族検診 33 - 16 - 17 - - - - 

接 触 者 健 診 552 1 412 - 138 1 1 10 4 

その他の検診 26 - - - 26 - - - - 

管 理 検 診 26 - - - 26 - - - - 

320 5 271 - 44 - - 4 - 

248 - 193 - 55 - 1 9 4 

定期外検診 242 - 193 - 49 - 1 9 4 

患者家族検診 25 - 12 - 13 - - - - 

接 触 者 健 診 217 - 181 - 36 - 1 9 4 

その他の検診 6 - - - 6 - - - - 

管 理 検 診 6 - - - 6 - - - - 

107 - 79 - 28 - - 9 - 

123 1 67 - 55 - - - - 

定期外検診 114 1 67 - 46 - - - - 

患者家族検診 4 - 1 - 3 - - - - 

接 触 者 健 診 110 1 66 - 43 - - - - 

その他の検診 9 - - 9 - - - - 

管 理 検 診 9 - - 9 - - - - 

41 2 22 - 17 - - - - 

115 - 100 - 14 1 - - - 

定期外検診 111 - 100 - 10 1 - - - 

患者家族検診 - - - - - - - - - 

接 触 者 健 診 111 - 100 - 10 1 - - - 

その他の検診 4 - - - 4 - - - - 

管 理 検 診 4 - - - 4 - - - - 

130 - 87 - 43 - - - - 

16 - 11 - 5 - - - - 

定期外検診 14 - 11 - 3 - - - - 

患者家族検診 2 - 2 - - - - - - 

接 触 者 健 診 12 - 9 - 3 - - - - 

その他の検診 2 - - - 2 - - - - 

管 理 検 診 2 - - - 2 - - - - 

95 - 64 - 31 - - - - 

87 - 44 - 43 - - 1 - 

定期外検診 84 - 44 - 40 - - 1 - 

患者家族検診 2 - 1 - 1 - - - - 

接 触 者 健 診 82 - 43 - 39 - - 1 - 

その他の検診 3 - - - 3 - - - - 

管 理 検 診 3 - - - 3 - - - - 

21 - 15 - 6 - - - - 

22 - 13 - 9 - - - - 

定期外検診 20 - 13 - 7 - - - - 

患者家族検診 - - - - - - - - - 

接 触 者 健 診 20 - 13 - 7 - - - - 

その他の検診 2 - - - 2 - - - - 

管 理 検 診 2 - - - 2 - - - - 

東

大

和

市

Ｒ４年度総数

Ｒ５年度総数

武

蔵

村

山

市

Ｒ４年度総数

Ｒ５年度総数

国

分

寺

市

Ｒ４年度総数

Ｒ５年度総数

国

立

市

Ｒ４年度総数

Ｒ５年度総数

立

川

市

Ｒ４年度総数

Ｒ５年度総数

昭

島

市

Ｒ４年度総数

Ｒ５年度総数

検査内容 結核有所見

管

内

Ｒ４年度総数

Ｒ５年度総数

 

（注１）ＩＧＲＡ検査はＱＦＴ（クオンティフェロン）検査及びＴ－ＳＰＯＴ検査の受診者を集計した。 

（注２）令和４年度から、その他検診の受託検診は終了した。 
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(５)  個別援助活動状況 

感染症に関わる相談を受ける際には、主訴である感染症の相談から背景にある家族や関係者の健康問題

全般まで視野に入れた対応を心がけ、必要に応じて地域保健担当（第一担当・第二担当）、市等関係機関と

の連携を図っている。日頃の個別援助活動で対応した課題が、地域における公衆衛生の向上にかかわる課

題である可能性を考慮し、保健活動へ反映させるよう努めている。 

令和５年度、相談内容として多かったものは、新型コロナウイルス感染症に関すること、ＨＩＶ検査、

性感染症検査に関連することであった。 

 

表３－７ 個別相談実施状況（延べ件数） 

区 分 家庭訪問 所内相談 電話相談 その他の相談 関係機関連絡 

感染症  61  33 15,242  66 7,621 

結 核 147  74  1,454 287   958 

エイズ   - 333     47   -     2 

計 208 440 16,743 353 8,581 

※エイズは直営検査に係る相談を含む 
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４ 一般健康相談 
 

(１) 受託検診 

    保健所では一般の医療機関や検診機関では対応困難な障害者施設（通所）の利用者を対象に検診を 

実施している。 

     

表４－１ 受託検診（障害者通所施設等）実施状況 

区 分 受診者総数 

エ ッ ク ス 線 

実施回数 施 設 数 
間接撮影者数 直接撮影者数 

令和４年度 - - - - - 

令和５年度 70 - 70 11 11 

(注)令和４年度の検診は、新型コロナウイルス感染症対応のため中止した 

 

(２) 肝炎ウイルス検査・相談 

肝炎ウイルスに関する正しい知識の普及と、感染者を早期に発見し適切な医療が受けられるようにする 

ため、肝炎ウイルス相談と検査を行っている。検査の対象者は、40歳未満もしくは過去に肝炎ウイルス検

診を受けたことがなく、市町村・職場等で検診を受ける機会がない者である。陽性者に対しては、専門医

療機関での治療が受けられるよう調整するとともに療養相談を行っている。 

令和５年度は、新型コロナウイルス感染症で一時休止していた検査を７月に再開し、月に１回、定員３

名で実施した。 

 

表４－２ 肝炎ウイルス検査実施状況 

区 分 検査者数 Ｂ 型 Ｃ 型 両 方 ＨＣＶ核酸同定検査 

令和４年度 - - - - - 

令和５年度 10 - - 10 - 

(注)令和４年度の検診は、新型コロナウイルス感染症対応のため中止した 
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５ 母子保健 
 

保健所は小児慢性疾患を有する長期療養児等を対象とする療育相談事業、重症心身障害児（者）等の在宅療

養に係る調整・指導等を実施している。また、乳幼児健診等の母子保健事業を実施している各市と連携し、母

子保健サービスの向上を図っている。 

 

(１) 療育相談事業 

    身体に機能障害がある児童、障害のおそれのある児童及び疾病により長期にわたり療養を必要とする児 

童を対象に、希望者に対して個別相談を行っている。必要に応じて訪問相談を行うとともに、医療機関及 

び療育関係機関との連携等により在宅療養生活の支援を行っている。 

   また、障害児に関わる関係者の資質向上、連携づくり等を目的に講演会を実施してきたが、令和２年度 

から新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止している。 

    

表５－１ 保健師による療育相談事業（長期療養児）実施状況 

年度 個別相談計 
個  別  相  談 （延べ数） 関係機関連絡 

（延べ数） 家庭訪問 面接相談 電話相談 その他 

令和４年度 314 64 17 231 2 813 

令和５年度 163 38  9 115 1 384 

 

表５－２ 保健師による療育相談事業（心身障害）実施状況 

年度 個別相談計 
個  別  相  談 （延べ数） 関係機関連絡 

（延べ数） 家庭訪問 面接相談 電話相談 その他 

令和４年度 175 40  7 119 9 411 

令和５年度 245 55 13 167 10 604 

 

 

(２) 在宅重症心身障害児（者）等相談指導事業 

    在宅重症心身障害児や医療的ケア児(注)の健康を保持するとともに安定した家庭療育を確保し、児と家族 

の福祉の向上を図るため、社会福祉法人全国重症心身障害児（者）を守る会、西部訪問看護事業部と連携 

した看護と療育を支援するとともに、在宅療養児（者）に対する相談を行っている。 

   事業利用者は令和４年度は29名、令和５年度は24名である。 

   （注） 医療的ケア児とは、日常生活及び社会生活を営むために恒常的に医療的ケアを受けることが不可欠である児童をいう。 

 

(３) 母子保健関係会議 

  各市が主催する母子保健関係会議へ参画し、地域における子育て対策や障害児療育支援体制の充実のた 

めの協力支援を行っている。また、虐待など対応の難しいケースが増える中、会議への参加を通して支援 

の必要な家庭に対し関係機関が連携して支援できるよう、子育て支援ネットワークの充実を図っている。 
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６ 特殊疾病対策 
 

 難病とは、原因が不明で長期の療養を必要とする治療法が未確立の疾病であり、患者やその家族は疾病の特

殊性から医療面、経済面、介護面などにさまざまな問題を抱えている。保健所では難病患者に対し、関係機関

と連携しながら療養支援を行うとともに、講演会の実施等、地域の支援スタッフへの専門的・技術的支援を行

っている。 

  平成16年度の保健所再編整備以降は、重点対象である人工呼吸器や吸引等の医療的ケアを必要とする患者の

療養体制の整備に取り組んでいる。 

 また、平成27年１月に「難病の患者に対する医療等に関する法律」（以下「難病法」という。）が施行され、

国の指定難病は330疾患（平成29年）に拡大し、令和６年４月１日から341疾患となり、希少難病を含めた難病

患者の療養支援体制を構築していく必要がある。 

 平成29年度以降、難病法に基づき、難病対策地域協議会を設置し、難病対策を進めている。 

 

(１) 在宅難病患者療養相談指導事業 

 

表６－１ 療養相談指導実施状況 

区 分 総 数 
相  談  件  数 （延べ数） 

家庭訪問 面接相談 電話相談 その他の相談 関係機関連絡 

令 和 ４ 年 度 4,560 438 93 1,277 28 2,724 

令 和 ５ 年 度 4,051 439 108 1,132 21 2,351 

保 健 師 4,032 

  19  

420 

 19 

108 

- 

1,132 

- 

21 

- 

2,351 

- 理 学 療 法 士 等 

栄 養 士   -  - - - - - 

歯 科 衛 生 士   -  - - - - - 

 

(２) 在宅難病患者医療機器貸与・整備事業 

 在宅療養難病患者の支援のため、東京都では吸引器・吸入器の貸与を行っている。 

 

表６－２ 医療機器貸与実施状況 

区 分 貸与患者数 
訪 問 看 護 

導入患者数 

機器の種類 

吸入器 吸引器 

令 和 ４ 年 度  8 - 3 8 

令 和 ５ 年 度  6 - 3 6 

立 川 市  2 - 2 2 

昭 島 市  - - - - 

国 分 寺 市  3 - 1 3 

国 立 市  1 - - 1 

東 大 和 市  - - - - 

武 蔵 村 山 市  - - - - 
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表６－３ 疾病別貸与患者数 

疾  病  名 患者数 

筋 萎 縮 性 側 策 硬 化 症 2 

脊 髄 性 筋 萎 縮 症 1 

進 行 性 核 上 性 麻 痺 1 

多 系 統 萎 縮 症 - 

脊 髄 小 脳 変 性 症 1 

先 天 性 ミ オ パ チ ー        1 

計 6 

 

 

(３) 講演会 

在宅人工呼吸器装着難病患者の療養支援に関わる市の障害・高齢分野職員や訪問看護ステーション職員、 

居宅介護支援事業所職員等を対象に講演会を開催した。 

また、新型コロナウイルス感染症対応のため中断していた、患者や家族等を対象とした講演会・交流会

を再開し、疾患等に関する基礎知識の習得や療養生活の参考となったとの意見が多く聞かれた。 

 

表６－４ 講演会実施状況 

開催日 対象者 テーマ（内容） 参加者数 

令和５年10月20日 患者・家族等 

（講演会）多系統萎縮症の理解と生活について 

講師 都立神経病院 脳神経内科 飛澤晋介医師 

（交流会） 

都立神経病院 脳神経内科 飛澤晋介医師 

東京都難病ピア相談室 ピア相談員 小原マリナ氏 

12名 

令和５年12月21日 関係機関職員 

在宅人工呼吸器使用難病患者の災害対策 

～実際の療養場面で考える日ごろからの準備～ 

講師：東京都医学総合研究所難病ケア看護ユニット 

主任研究員 松田千春氏 

35名 

 

 

(４) 難病対策地域協議会 

令和５年12月21日に開催した。圏域６市の在宅人工呼吸器使用者支援窓口、医師会、訪問看護ステー

ション、居宅介護支援事業所、患者・家族会、東京都保健医療局保健政策部疾病対策課、多摩立川保健

所の計15機関から15名が参加し、在宅人工呼吸器使用難病患者等の災害対策をテーマに協議した。  

議事は以下の通り。 

ア 本協議会の取組み経過 

イ 在宅人工呼吸器使用難病患者等の災害への備えの状況 

ウ 各市、関係機関の取組みについて意見交換 

エ 災害時個別支援計画作成を推進するために 
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(５) 在宅難病患者療養支援計画策定・評価会議 

在宅難病患者に対し、専門医療機関や地域の医療機関、市町村保健福祉部署等との連携を図り、個々の 

患者に応じた療養環境の整備、各種サービスの適切な提供等を目指し、在宅難病患者療養支援計画策定・

評価会議を開催し、支援方針の共有化を図っている。令和５年度は10回開催した。 

 

 

(６) 在宅難病患者一時入院事業 

介護者の急病・休息等で一時的に患者を在宅で介護できない場合、東京都が契約している病院に短期間 

入院できる制度である。長期在宅難病患者の介護者のレスパイト（休息）を目的にした利用が多い状況で

ある。なお、東京都では、令和４年度から難病患者在宅レスパイト事業を開始し、在宅で人工呼吸器を使

用している難病患者を対象に、患者宅に看護人を派遣する事業を実施している。 

 

表６－５ 一時入院事業利用状況（利用した人数） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

管 内 利用者数（延人数） 利用延べ日数 

令 和 ４ 年 度 24 381 

令 和 ５ 年 度 31 498 

疾   

病  
 

別 

筋 委 縮 性 側 索 硬 化 症 15  

進 行 性 核 上 性 麻 痺  2 

多 系 統 萎 縮 症  7 

脊 髄 小 脳 変 性 症  4 

先 天 性 ミ オ パ チ ー  2 

重 症 筋 無 力 症  - 

パ ー キ ン ソ ン 病  1 
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７ 医療費助成 
 

  結核医療費助成については感染症の診査に関する協議会を、大気汚染医療費助成については大気汚染認定審

査会を開催し、それぞれ認定している。 

 

表７－１ 疾病別医療費公費負担・助成・給付認定数 

  令和４年度 令和５年度 立川市 昭島市 国分寺市 国立市 東大和市 武蔵村山市 

総  数 4,820 1,494 406 229 357 186 169 147 

  妊娠高血圧症候群等     - - - - - - - - 

療育給付     - - - - - - - - 

結核医療   170 165 69 30 18 9 29 10 

 一般患者(37条の２) 

入院勧告(37条) 

  122 

   48 

119 

 46 

56 

13 

20 

10 

9 

9 

7 

2 

17 

12 

10 

- 

新型コロナウイルス 3,228 59 14 17 11 3 4 10 

大気汚染関連疾病 1,422 1,270 323 182 328 174 136 127 

 慢性気管支炎 

気管支ぜん息 

ぜん息性気管支炎 

肺気しゅ 

四種疾病の続発症 

- 

1,422 

- 

- 

- 

- 

1,270 

- 

- 

- 

- 

323 

- 

- 

- 

- 

182 

- 

- 

- 

- 

328 

- 

- 

- 

- 

174 

- 

- 

- 

- 

136 

- 

- 

- 

- 

127 

- 

- 

- 
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８ 精神保健福祉 
 

保健所は未治療・治療中断等医療的側面の強い相談や依存症、児童・思春期等の専門相談、対応困難事例へ

の相談援助や事業を実施している。地域生活支援に関する一般相談、障害福祉サービス等の利用に関する相

談などは市町村が担っており、保健所は市をはじめ、医療機関、福祉機関などの多くの関係機関との連携を

図りながら、精神保健福祉事業を進めている。 

 平成29年２月に国は「これからの精神保健医療福祉のあり方に関する検討会」報告書において、精神障害

者が、地域の一員として、安心して自分らしい暮らしができるよう、医療、障害福祉・介護、社会参加、住

まい、地域の助け合い、教育が包括的に確保された地域づくりを推進するため、「精神障害にも対応した地域

包括ケアシステム」の構築を目指すことを新たな理念として示した。この理念を基本に、平成30年３月に措

置入院者の退院後支援の具体的手順を整理した「地方公共団体による精神障害者の退院後支援に関するガイ

ドライン」が発出された。これを受け、令和２年１月「東京都における措置入院者退院後支援ガイドライン」

が作成され令和５年１月に改訂されている。 

さらに、国は精神障害者の地域生活支援体制の強化等を目的として、令和４年12月に、障害者総合支援法お

よび精神保健福祉法の一部を改正し公布し、令和５年４月、令和６年４月に分けて施行された。 

 こうした情勢を踏まえ、保健所は市をはじめとする関係機関との連携を図りながら、精神障害にも対応し

た地域包括ケアシステムの構築の推進に取り組んでいる。 

 

(１) 精神保健福祉相談・精神保健医療相談 

ア 精神保健福祉相談（保健師による） 

    保健師による精神保健福祉相談は電話相談や面接相談のほか、必要に応じて家庭訪問を実施している。 

相談内容は、未治療・治療中断による緊急対応や近隣苦情・対応困難事例が主となり、医療機関・警察 

等の関係機関と協働して支援することが多くなっている。また、児童虐待、児童・思春期ケースについ 

ても市や教育・福祉機関等との連携のもとに支援を行っている。 

 

表８－１ 精神保健福祉相談（保健師による） 

年度 

精神保健福祉相談（訪問相談除く） 訪問相談 

実

人

員 

延

べ

人

員 

内    訳 実

人

員 

延

べ

人

員 

内    訳 

社

会

復

帰 

老
人
精
神
保
健 

ア

ル

コ

ー

ル 

薬

物

依

存 

児
童
・
思
春
期 

心
の
健
康
づ
く
り 

そ

の

他 

社

会

復

帰 

老
人
精
神
保
健 

ア

ル

コ

ー

ル 

薬

物

依

存 

児
童
・
思
春
期 

心
の
健
康
づ
く
り 

そ

の

他 

4年度 768 8,495 18 290 842 33   979 178 6,155 105 372 - 29 41 - 36  3 263 

5年度 790 10,019 53 386 839 20 1,110 306 7,305 110 393 1 27 52 - 22 22 269 
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※関係機関連絡含む 

 

イ 関係機関連絡 

精神保健に課題を抱える当事者・家族が安定した地域生活を送るために、保健関係、医療関係、福祉 

   関係等多種多様な機関と連絡調整・協力支援を行っている。令和５年度の関係機関連絡は延べ6,042件で、 

その内訳は福祉関係との連絡相談が3,219件と多く、次いで医療関係との連絡相談が2,033件で、両者で 

全体の87％を占めている。 
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ウ 事例検討会 

対応困難事例については関係機関と適宜、事例検討を実施し、協力・連携する機会が増加している。 

対象事例の検討目的により参加機関（者）は、市の生活福祉・障害福祉・健康推進担当部署、子ども家

庭支援センター、児童相談所、医療機関、地域の障害福祉サービス事業所、介護保険関係事業所、民生

委員、多摩総合精神保健福祉センター等多岐にわたっている。 

エ 精神保健医療相談（専門医等による） 

精神疾患の早期発見、早期治療の促進を図るために、精神科専門医等による個別相談を行っている。 

本人・家族、関係者を対象とし、来所による面接相談を基本としながらも、必要に応じて家庭訪問に

よる相談を行っている。 

 

表８－２ 精神保健医療相談（専門医等による） 

年度 

精神保健医療相談 訪問相談(再掲） 

実

施

回

数 

実

人

員 

延

べ

人

員 

内    訳 実

施

回

数 

実

人

員 

延

べ

人

員 

内    訳 

社

会

復

帰 

老
人
精
神
保
健 

ア

ル

コ

ー

ル 

薬

物

依

存 

児
童
・
思
春
期 

心
の
健
康
づ
く
り 

そ

の

他 

社

会

復

帰 

老
人
精
神
保
健 

ア

ル

コ

ー

ル 

薬

物

依

存 

児
童
・
思
春
期 

心
の
健
康
づ
く
り 

そ

の

他 

令和４年度 39 101 101 - 10 15 - 31  5 40 5 10 10 - - 2 - - 1 7 

令和５年度 44 116 116 - 12 36 - 12 19 37 - - - - - - - - - - 

  

(２) 医療保護入院届出数 

医療保護入院とは精神保健指定医の診察の結果、精神障害であり、かつ医療及び保護のための入院の必 

要があると認められる場合に、本人の同意がなくても家族等の同意によって入院する制度である。管内の 

精神科病床を有する病院の管理者から、患者の入退院について保健所を経由して都知事に届出がなされる。

なお、この届出は患者の住所地ではなく病院の所在地の保健所にて行われる。 

 

表８－３ 医療保護入院届出数（精神保健福祉法第33条第１項） 

年 
 
 
 
 
 
 

度 
管

内

総

数 

内         訳 
症状性を含む 
器質性精神障害 

精神作用物質使用による 
精神及び行動の障害 

統

合

失

調

症

等 

気
分
（
感
情
）
障
害 

神
経
症
性
障
害
、
ス
ト
レ 

ス

関

連

障

害

等 

成
人
の
人
格･

行
動
の
障
害 

精

神

遅

滞 

そ
の
他
の
精
神
障
害 

て

ん

か

ん 

そ

の

他 

小

計 

認

知

症 

認

知

症

以

外 

小

計 

ア
ル
コ
ー
ル
使
用 

覚
せ
い
剤
使
用 

そ
の
他
の
使
用 

４年度 298 96 75 21  6  6 - - 131 37 4 - 15 6 2 1 

５年度 288 93 74 19 14 11 2 1 129 33 - - 15 2 2 - 

 

(３) 精神保健福祉法に基づく診察及び保護の申請又は通報受理数 

精神障害のために自傷他害のおそれのあるとき、精神保健福祉法第22条（診察及び保護の申請）及び第 

23条（警察官の通報）により都知事は対象者の診察を行い、入院等医療の要否を判断する。 
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表８－４ 精神保健福祉法に基づく診察及び保護の申請又は通報受理数 

年度 管内総数 

第22条 第23条 第24条 第25条 第26条 第26条の２ 

(診察及び保護
の申請) 

(警察官の通報) (検察官の通報) 
(保護観察所の
長の通報) 

(矯正施設の長
の通報) 

(精神科病院の
管理者の届出) 

４年度 136 - 136 - - - - 

５年度 150 - 150 - - - - 

 

 

(４) 精神保健専門グループワーク事業 

保健所における精神保健福祉活動として、ひきこもりや家族関係の難しさに悩む家族を対象に、「思春 

  期・青年期ひきこもり家族グループ」を実施している。保健所が対応している相談事例の特徴や参加者の 

状況等を考慮し、令和６年度から事業名を「家族関係を考えるグループ」に変更予定である。 

 

表８－５ 専門グループワーク 

グループ名 会  場 内     容 回数 
参加者数 

実 延 

思春期・青年期 
ひきこもり家族 
グループ 

多摩立川保健所 ひきこもりの子供を持つ親を対象にした 
グループワーク 11 6 30 

 

(５) 地域活動支援センター等への支援 

    障害者の地域生活を支援するため、地域活動支援センター等と日常的に連携・支援協力を行っている。 

 

(６) 家族会・自助グループ等への支援 

管内には立川麦の会（立川市）、アットホーム・歩歩
ぽ ぽ

（昭島市）、国分寺あゆみ会（国分寺市）、シュ 

ロの会（国立市）の精神障害者家族会等がある。また、依存症の当事者会や家族会、ひきこもりの当事者 

会や家族会なども活動している。引き続き相談活動等を通じて、周知を行っていく。 

 

(７) 精神保健福祉講演会の開催 

精神保健福祉に関する相談や支援を行っている関係機関を対象として、講演会を開催している。 

感染防止対策を行い、参加者数を制限して集合型で実施した。 

 

表８－６ 講演会実施状況 

開催日 対象者 テーマ（内容） 参加者数 
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令和５年11月30日 関係機関職員 

関わりが難しい8050事例から学ぶ 

～その人らしい生活をチームで支える～ 

講師：東京都医学総合研究所 社会健康医学研究センター 

   心の健康ユニット 主任研究員 新村 順子 氏  

29名 
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(８) 地域精神保健医療福祉連携会議（地域精神保健福祉連絡協議会・専門部会から名称を変更） 
 

地域精神保健医療福祉連携会議は、地域関係機関との相互理解を深め、連携強化をはかり、地域包括ケ

アの充実を図る目的で実施している。令和５年度は「精神障害にも対応した地域包括ケアシステム構築の

推進に向けて～通院患者の危機的状況を地域でどう支えるか～」をテーマとして開催した。通院患者の病

状悪化時の支援に関し、各機関と情報共有や意見交換を実施した。また、参加者から精神保健福祉法改正、

東京都の精神科救急医療体制、病院と地域との連携の取組みについて、情報提供を行った。 

 

表８－７ 地域精神保健医療福祉連携会議 

会議名 回数 出席者数 

出席者内訳 

保
健
所 

市 医
療
機
関 

地
域
関
係
機
関 

多
摩
総
合
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー 

都
精
神
保
健
医
療
課 

地域精神保健医療福祉連携会議 1 25 8 6 4 3 3 1 
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９ 保健師活動（各分野別活動以外） 
 

保健師は企画調整担当、保健医療担当、感染症対策担当、地域保健第一担当及び地域保健第二担当に配置さ

れている。なお、地域保健第一担当は立川市、国立市及び東大和市を、地域保健第二担当は昭島市、国分寺市

及び武蔵村山市を担当している。 

保健師は東京都の職員として、また専門技術職員として、各機関の職員や住民等との連携・協力により療養

支援、地域サービスの調整やシステム化、ネットワークづくりなどに向けた活動を行っている。 

ここでは地域保健第一担当及び地域保健第二担当の活動の総論的な部分を記載する。感染症、母子保健、難

病、精神保健福祉等の各分野別の活動については前述の項を参照されたい。 

 

(１) 広域的・専門的対人保健活動 

  保健師による相談支援の対象者は、精神保健福祉分野においては対応が困難とされる事例や精神科医療 

が必要と考えられても治療につながっていない未治療や治療中断、また児童虐待や思春期・青年期のひき 

こもりなど専門的な関わりを必要とする者が多い。特殊疾病対策分野については医療依存度の高い神経難 

病患者に対する個別支援、地域療養体制の整備や相談支援が重点課題となっている。 

    また難病、自立支援医療（精神通院）、小児慢性疾患、育成医療、未熟児養育医療、大気汚染等の医療費 

助成申請窓口は市が行っていることから、医療費助成申請者の健康課題の把握については各市担当部署及 

び関係機関との連携協力により実施している。 

  ア 家庭訪問 

 総数で908件の家庭訪問を実施した。対象別では難病が420件で46.3％を占めており、医療費助成新規

申請に伴う把握のほか、医療機関やケアマネジャー等関係機関から紹介される事例が多い。精神保健福

祉は393件で43.3％であり、各市の相談窓口、地域包括支援センター、医療機関、警察、民生委員・児童

委員、学校、子ども家庭支援センター等関係機関からの紹介が多い。心身障害は55件で6.1％であった。 

 イ 面接相談・電話相談及び関係機関連絡 

 面接相談は総数で975件であり、そのうち精神保健福祉に関する相談は843件で全体の86.5％を占めて

いる。難病に関する相談は108件、11.1％であった。 

 電話による相談は総数で4,534件であり、そのうち精神保健福祉に関する相談は3,082件で、全体の 

68.0％を占めている。難病に関する相談は1,132件で25.0％であった。 

関係機関連絡は総数で9,420件であり、精神保健福祉の関係が6,042件で全体の64.1％を占めており、 

難病の関係は2,351件で25.0%であった。多様な健康問題の解決に向け、医療機関をはじめとした様々な

機関とのチームアプローチがますます重要になってきている。 

 

 

 

 

－ 111 －



- 112 - 

表９－１ 保健師活動状況(延べ数） 

年度 
種
別 区 分 総 数 感染症 

精神保健 
福祉 

心身障害 
長期 

療養児 
難病 乳児 幼児 

その
他 

４年度 

総

数 

家 庭 訪 問 922 5 372 40 64 425 14 - 2 

面 接 相 談 835 4 693 7 17 93 18 - 3 

電 話 相 談 11,128 6,578 2,871 119 231 1,277 37 - 15 

文 書そ の他 の相 談 92 27 26 9 2 28 - - - 

関 係 機 関 連 絡 9,783 525 4,905 411 813 2,724 373 - 32 

５年度 

総

数 

家 庭 訪 問 908 - 393 55 38 420 2 - - 

面 接 相 談 975 - 843 13 9 108 - - 2 

電 話 相 談 4,534 2 3,082 167 115 1,132 12 - 24 

文 書そ の他 の相 談 84 - 52 10 1 21 - - - 

関 係 機 関 連 絡 9,420 2 6,042 603 384 2,351 14 - 24 

立

川

市 

家 庭 訪 問 130 - 48 33 5 44 - - - 

面 接 相 談 279 - 244 11 2 21 - - 1 

電 話 相 談 1,412 - 1,110 106 17 171 - - 8 

文 書そ の他 の相 談 20 - 6 9 1 4 - - - 

関 係 機 関 連 絡 1,906 - 1,197 326 94 280 - - 9 

昭

島

市 

家 庭 訪 問 130 - 40 3 11 76 - - - 

面 接 相 談 67 - 48 - 2 16 - - 1 

電 話 相 談 609 - 347 2 20 232 - - 8 

文 書そ の他 の相 談 2 - 1 - - 1 - - - 

関 係 機 関 連 絡 1,258 - 649 46 99 457 - - 7 

国

分

寺

市 

家 庭 訪 問 212  - 73 - 14 123 2 - - 

面 接 相 談 250  - 220 - 4 26 - - - 

電 話 相 談 1,032 - 643 1 37 338 12 - 1 

文 書そ の他 の相 談 17 - 7 - - 10 - - - 

関 係 機 関 連 絡 2,281  - 1,333 5 149 776 10 - 8 

国

立

市 

家 庭 訪 問 152 - 66 14 3 69 - - - 

面 接 相 談 154 - 134 1 1 18 - - - 

電 話 相 談 513 2 291 41 30 149 - - - 

文 書そ の他 の相 談 5 - 3 - - 2 - - - 

関 係 機 関 連 絡 1,088 - 582 147 13 342 4 - - 

東

大

和

市 

家 庭 訪 問 120 - 54 4 2 60 - - - 

面 接 相 談 76 - 59 1 - 16 - - - 

電 話 相 談 370 - 174 16 8 169 - - 3 

文 書そ の他 の相 談 5 - - 1 - 4 - - - 

関 係 機 関 連 絡 1,136 - 811 51 6 268 - - - 

武
蔵
村
山
市 

家 庭 訪 問 164 - 112 1 3 48 - - - 

面 接 相 談 149 - 138 - - 11 - - - 

電 話 相 談 515 - 436 1 3 73 - - 2 

文 書そ の他 の相 談 35 - 35 - - - - - - 

関 係 機 関 連 絡 1,718 - 1,439 28 23 228 - - - 

住
所
未
把
握
・
管
外 

家 庭 訪 問 - - - - - - - - - 

面 接 相 談 - - - - - - - - - 

電 話 相 談 83 - 81 - - - - - 2 

文 書そ の他 の相 談 - - - - - - - - - 

関 係 機 関 連 絡 33 2 31 - - - - - - 
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保健・医療・福祉の各機関のサービスが効率的・効果的に機能するよう、精神保健福祉や特殊疾病対策、 

障害児療育などの個別ケア会議を充実させるとともに、研修会やネットワーク会議の開催及び地域保健医

療推進プランの取組を行っている。 

    更に、関係機関との連携会議も開催し、総合的な地域のケア体制の充実を図っている。 

ア 北多摩西部保健医療圏看護管理者連絡会 

保健・医療・福祉に携わる看護管理者が、そのネットワークを通じて、保健・医療・福祉等の看護分 

野の質の向上と地域医療システムの構築を図っている。 

主な活動として、平成18年度に作成した「北多摩西部保健医療圏看護職員相互研修の手引き」をもと 

に地域の中の看護職の連携と質の向上を目指し、病院と訪問看護ステーションの相互研修を実施してい 

る。 

令和５年度は新型コロナウイルス感染症拡大防止及び患者対応のため会議の開催や研修の実施は中 

止した。 

  イ 精神保健・難病対策等の地域ケアネットワーク活動 

他分野との協働と地域活動の活性化を目指し、各種の講演会や各種会議を開催した。 

 

(３) 市町村支援 

各市が地域保健福祉活動の実施主体者として活動できるよう次のような支援を行っている。 

  ア 障害者計画・障害福祉計画等策定のための調整会議への参加や資料提供 

  イ 事例検討会の実施、事例に関わる連携調整や同行訪問などを通じた支援 

  ウ 実務者レベルの連絡会の定期開催による課題共有と連携推進 

 

表９－２ 各種会議への参加・支援状況（参加回数） 

 精神保健福祉関係 難病関係 母子保健関係 高齢関係・その他 

保健所主催   1 3  -  6 

都主催   4 -  -  - 

市主催 120 2 28 35 

その他関係機関・団体主催   9 4  -  9 

 

表９－３ 個別ケース会議（参加回数） 

精神保健福祉関係 難病関係 母子保健関係 高齢関係・その他 

311 137 69 - 

 

(４) 教育・研修 

 保健師学生の実習のほか、平成25年度から都庁インターンシップとして看護系学生の受入れも行って 

いる。 
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(２) 総合的な保健・医療・福祉サービスのシステム化 
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10 エックス線検査 

 

  保健所では患者家族検診、受託検診等でエックス線検査を実施している。また、医療法に基づき新規開設及

び変更の診療所及び歯科診療所のエックス線装置等に関する立入り検査・指導を実施している。 

 

(１) エックス線検査 

 

表10－１ 事業別エックス線検査実施数 

年 
 
 
 

度 

区 
 
 
 

分 

総 
 
 
 

数 

感染症法によるもの 

患
者
家
族
検
診 

接
触
者
健
診 

管
理
検
診 

受
託
検
診 

令和４年度 直接撮影  70 21  29 20 - 

令和５年度 直接撮影 218  9 116 23 70 

 

(２) 診療放射線技師による実施検査 

 

表10－２ 実施検査実施数 

年 度 種 別 総 数 診療所 歯科診療所 

令和４年度 総 数 41 21 20 

令和５年度 

総 数 50 32 18 

立 川 市 22 14 8 

昭 島 市 6 3 3 

国 分 寺 市 6 4 2 

国 立 市 6 4 2 

東 大 和 市 8 5 3 

武 蔵 村 山 市 2 2 - 
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11 試験検査 
 

   表11－１ 検査実施状況 

検  査  事  項 

４年度 ５年度 

受託検診 受託検診 

総      数 - 1,137 

尿検査 小   計 - 134 

 蛋   白 - 67 

 糖 - 67 

血液検査 小   計 - 1,003 

 白血球数 - 67 

 赤血球数 - 67 

 血 色 素 - 67 

 ヘマトクリット - 67 

 血小板数 - 67 

 ＭＣＶ - 67 

 ＭＣＨ - 67 

 ＭＣＨＣ - 67 

 ＡＳＴ(ＧＯＴ) - 67 

 ＡＬＴ(ＧＰＴ) - 67 

 γ-ＧＴＰ - 67 

 中性脂肪 - 67 

 ＨＤＬコレステロール - 67 

 ＬＤＬコレステロール - 67 

 血   糖 - 65 

 ヘモグロビンＡ１ｃ - - 

 (注)４年度は新型コロナウイルス感染症対応で受託検診は実施していない 
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